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要旨
大津波による沿岸生物相への影響を評価するために，刺網を用いた女川湾内における採集調査を行い，大津
波前のデータとの比較を行った．魚類組成については，アイナメやエゾイソアイナメ等の終年定住種が優占
していた．震災前のデータと比較すると，夏季にマコガレイやギスカジカが減少し，コノシロが増加した．
しかし，年平均の魚種組成としては，明瞭な変化は認められず，採集個体数も同レベルであった．
メガロベントス相を大規模撹乱前の組成（個体数組成，刺網採集物）と比較すると，若干種組成が単純化し
た傾向があるものの，別クラスターに属するようになるといった顕著な変化は認められなかった．サメハダ
ヘイケガニが年によって大きく増減することも，大規模撹乱前と同様であった．採集個体数は以前より増加
していた．個体数組成の中で，マヒトデ，シャコ，ヒメエゾボラの割合が若干増加しており，湾内の底質が
泥化した影響と考えられた．

Abstract
To clarify the impacts of the earthquake and subsequent tsunami （11th March, 2011） on the marine ecosystems of the 
Tohoku coastal areas, intensive fisheries and oceanographic research has been conducted to investigate the restoration 
process of the local ecosystems. The demersal fish and megalobenthos fauna were monitored during 2012–2014 in 
Onagawa Bay, Miyagi Pref., to assess the direct and indirect effects of this major event.
In 2012, 29 species of demersal fish were collected using gillnets. Brown hakeling and greenling were dominant, com-
prising 64% of all individuals. Immigrant species were obtained in large numbers in the summer in both 2013 and 2014. 
Cluster analysis of species compositions was performed using the data obtained in 2012 in combination with pre-tsunami 
data for 1981–1995 and 2000–2001. The 2012 data formed a distinct cluster in comparison with the pre-tsunami data 
with higher species densities. It is concluded that the tsunami event has had no serious long-term effects on the fish 
fauna.
In the megalobenthos, 27 species were collected in 2012. Species composition has varied markedly each year for 2012, 
2013 and 2014, with the following dominant species: mahitode Asterias amurensis in 2012; samehada heikegani Para-
dorippe granulata in 2013; and shako Oratosquilla oratoria in 2014.
The CPUEs of animals caught in these surveys were relatively high and species compositions after the tsunami were not 
significantly different from those before it. However, there has been a steady increase in the mud-dwelling megaloben-
thos, particularly mahitode, shako, and hime-ezobora Neptunea arthritica.

1.　はじめに
東北地方太平洋沖地震に伴う大津波によって沿岸域の
生物相は一変し，その後の生物相の推移については，い

くつかの海域で底魚，藻場・干潟のベントス等を対象に
調査が行われている．しかし，内湾や浅海域における調
査報告は少ない．本研究では，女川湾内の砂泥域におい
て底魚を中心とした魚類と底生生物の採集調査を行い，
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大津波後の魚類相と底生動物相（メガロベントス相）の
推移を把握した．また，大津波後の底生動物相の変化に
加えて，大津波以前のデータと比較を行い，種組成や分
布量の変化の特徴を明らかにする．

2.　材料と方法
女川湾奥部の岩礁が点在する砂泥域で，2012年5月か
ら2014年12月までの期間において1～3カ月に1度の頻
度で調査を行った（Fig. 1）．刺網（3枚網：内網2.3寸目
（目合約7.0 cm），外網1.5尺目（目合約45.5 cm），1反の
仕上寸法：巾30 m程度，高さ1.8 m程度，3反），カゴ（24

ケ）を設置し翌日引き上げて採集した生物種とその個体
数を記録した．震災前の生物相については，1981～1995
年の各年8月に行われた臨海実習におけるデータ（刺
網），および同海域で2000～2001年に刺網を用いて採集
された底生魚類のデータ（飯塚ら 2009）を用いて震災
後との比較を行った．

3.　結果
3.1　魚種組成

2012年は29種の魚類が採集された．そのうちアイナ
メHexagrammos otakiiとエゾイソアイナメ Physiculus 
maximowicziが優占していた．いずれの年にもアイナメ
やエゾイソアイナメ等の終年定住種が終年採集され，秋
には偶来種のマイワシSardinops melanostictus，コノシロ
Sardinops melanostictus （2013年），マサバScomber japonicus
（2014年）が多く採集された．このような漁獲物組成の
特徴や，夏季に採集尾数が少なくなることは，調査した
3年間で変わらない傾向であった．

3.2　メガロベントス相
2012年には 27種の底生生物が採集され，マヒトデ

Asterias amurensis，ヒメエゾボラNeptunea arthriticaが優占
していた．2013年にはサメハダヘイケガニParadorippe 
granulataが顕著に増加した．2014年には，春季にはマ
ヒトデとヤドカリ類が優占していたが，夏季からシャコ
Oratosquilla oratoriaの採集個体数が増加した一方で，サ
メハダヘイケガニの割合が大きく減少した．

3.3　大津波以前との比較（魚類）
大津波前の2000～2001年に終年にわたって実施された
刺網による採集結果と，本調査結果を比較する（Fig. 4）．
エゾイソアイナメとアイナメが優占していること，ウミ
タナゴやフサギンポ，ギスカジカが数パーセント出現し
ていることは大津波前後で共通している．ただし，2012～
2014年には，2000～2001年にはほとんど採集されなかっFig. 1. Sampling site in Onagawa Bay.

Fig. 2. Seasonal change in fish composition caught by gillnet in Onagawa Bay （2012–2014）.
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たマガレイ，コノシロがどの年にも出現し，逆にマコガ
レイが少なくなったという変化が見られる．
クラスター解析の結果は，2000年，2012年，2014年の

魚類相が比較的類似していることを示す（Fig. 5）．エゾ
イソアイナメが40～50%を占めて優占したことによる
と判断される．しかし，大津波前後で別クラスターに分
けられるという結果にはならなかった．
大津波前の1981年～1995年に取られた夏季のみの長

期調査結果があるため，大津波後の調査結果と比較する
（Fig. 6）．前述の2000～2001年に取られた調査結果につ
いては，夏季の結果の記載がなかったので本解析には用
いなかった．夏季においても終年同様，大津波前後のい
ずれの年にもアイナメとエゾイソアイナメが優占してい
た．大津波前には，フサギンポChirolophis japonicus，ギ
スカジカMyoxocephalus stelleri，マコガレイPleuronectes 
yokohamaeの割合が年によって大きく変動していたこと

Fig. 3. Seasonal change in megalobenthos composition caught by gillnet in Onagawa Bay （2012–2014）.

Fig. 4. Change in annaul fish composition caught by gillnet in 
Onagawa Bay （2000–2001, 2012–2014）.

Fig. 5. Cluster analysis of annaul fish composition caught by gillnet 
in Onagawa Bay （2000–2001, 2012–2014）.

Fig. 6. Change in fish composition caught by gillnet in summer season in Onagawa Bay （1981–1995, 2012–2014）.
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がわかる．年平均と同様に，大津波以降はそれらの魚種
の割合が小さく，コノシロが出現するようになった．
夏季の個体数割合組成におけるクラスター解析の結果

をみると，マコガレイが優占した1994年と1992年，アイ
ナメおよびエゾイソアイナメの割合が低いかった1982年
と1995年が別クラスターとなった（Fig. 7）．その他は，
エゾイソアイナメの割合が高い大津波後の2012～2014年，
1981年，1983年が一つのクラスターを形成し，それ以外
と分かれた．2012～2014年が一つのクラスターにまと
まったものの，大津波前にもみられたような組成である
ことが示された．
分布密度の指標として，刺網1反当たりの採集個体数

（夏季） の経年変化をFig. 8に示す．1981～1995年は，3～
8個体/反という値で安定していた．大津波以降の3カ年
には，変動が大きいものの，6–16という値となってお
り，大津波以前よりも明らかに高くなっていた．

3.4　大津波以前との比較（メガロベントス）
メガロベントス組成は，年によって大きく変動してお

り，優占種が異なった（Fig. 9）．大津波前ではヤドカリ

Fig. 7. Cluster analysis of fish composition caught by gillnet in 
summer season in Onagawa Bay （1981–1995, 2012–2014）.

Fig. 8. Change in CPUE （ind. net－1） of fish caught by gillnet in summer season in Onagawa Bay （1981–1995, 2012–2014）.

Fig. 9. Change in megalobenthos composition caught by gillnet in summer season in Onagawa Bay （1981–1995, 2012–2014）.
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類，ケセンガニOregonia gracilis，ヨツハモガニPugettia 
quadridensといった小型甲殻類が数多く採集されたのに
対し，大津波後にはヒメエゾボラ，マヒトデ，シャコが
採集個体の多くを占めていた．また，若干種組成が単純
化したようにみえる．個体数組成の中で，大津波後に増
加したマヒトデ，シャコ，ヒメエゾボラは，泥分の多い
底質に生息するベントスという特徴が示された．
クラスターをみると，1982年，1986年，1989年，1996

年，2013年が，他とは離れたクラスターを形成し，これ
らはサメハダヘイケガニが半分以上を占める年であった
（Fig. 10）. 2012年，2014年は，ヤドカリが優占した年と
は若干独立していることが示された．大津波後は，別ク
ラスターに属するようになるといった顕著な変化は認め
られなかった．大津波前と全く異なる組成ではないもの
の，ヤドカリが減少したことが特徴的である．サメハダ
ヘイケガニが年によって大きく増減することも，大規模
撹乱前と同様であった．

1982年や1986年といったサメハダヘイケガニが大量
に出現した年を除くと，大津波後の採集個体数は大津波
前より増加していた（Fig. 11）．

4.　考察
今回の調査によって把握された大津波後の女川湾にお

ける魚類相をみると，大津波前と同様にアイナメ，エゾ
イソアイナメが優占しており，組成の変化は大津波前の
変化の範囲内にあるため，大津波によって魚類相が大き
く変化したわけではないと判断される．ただし，ギスカ
ジカが大きく減少したこと，コノシロやマサバ等，夏季
に来遊する回遊魚の割合が多くなったという若干の変化
もみられた．ギスカジカのような一部の底魚に見られた
変化の要因を推察することは難しいが，夏季の浮魚組成
の変化については，近年夏季水温が高くなっていること
が関係しているものと思われる．牡鹿半島北側沿岸に
は，黒潮のストリーマが直接達することはないが，毎年
夏季の定置網漁獲物では暖水性魚類が優占しており，こ
れらの魚類の北上接岸の多寡が女川湾の刺網漁獲物にも
反映したものと考えられる．
本調査の対象水域は，三陸海域・女川湾の湾奥に位置

する岩礁域の近傍の砂泥域である．水深が30 m程度の
場所であり，マダラやヒラメ等を対象にした刺網漁業の
主漁場よりは，浅い海域となっている．刺網に加えて底
びき網漁業の漁場となっているような大陸棚上において
は，岩手県および福島県による調査結果が報告されてい
る．岩手県では，底刺網やカゴ漁業が対象とする底生資
源について， 2012年の段階ではミズダコ，エゾイソアイ
ナメ，キツネメバル，マダラ等が高い資源量水準にあり，
震災後に資源量が増加したと判断されている（後藤・大
村 2012，成松ら 2015）．しかし，2012年以降について
は，多くの魚種が大幅に減少したと報告されている（後
藤 2013a, b）．岩崎ら （2013） は，福島県沿岸における異
体類4種について，震災後の休漁によって資源量が明瞭
に増加することを試算した．その後の底びき網漁船によ
る試験操業の解析結果をみると，マダラを中心に多くの
魚種が増加し，2012年と2013年のCPUEは震災前の2倍
以上となった（福島県 2014）．ただし，これらは主に個
体の成長による資源量の増加に起因すると推察され，多
くの底魚類で震災後の加入尾数は低位であることが示さ
れている（福島県，未発表）．
女川湾においても，特に2012年と2014年のCPUE （ind. 

net－1） はこれまでになく高い水準であった．震災後の操
業隻数の減少，すなわち漁獲圧低下の効果は，個体の成
長に伴う体重の増加をもたらし，漁獲量の増加に結びつ
くはずである．尾数が増加したのは，加入もしくは移入

Fig. 10. Cluster analysis of megalobenthos composition caught by 
gillnet in summer season in Onagawa Bay （1981–1995, 
2012–2014）.

Fig. 11. Change in CPUE （ind. net－1） of megalobenthos caught by gillnet in summer season in Onagawa Bay （1981–1995, 2012–2014）.
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（移動） によるものと判断される．年齡査定の結果は，震
災後の加入が順調であったことを示している（Katayama 
et al. 2016）．しかし詳しく見ると，2012年に漁獲された
魚類の年級は2010年級が主である．つまり，加入による
増加だけではなく，移入が少なくなかったものと考えら
れる．底魚類においては，大規模な擾乱によって定住域
から移動したり，大きく生息場を変化させた個体が少な
くなかったのであろう．
震災後のメガロベントス相については，魚類相に比べ
て調査結果の報告は少ない．岩崎・水野 （2013） は，2012
年の仙台湾・ホッキガイ貝桁網漁場（磯部地先）におけ
るメガロベントス組成を調べ，震災前の1990年台と比
較した．2012年の分布密度は22種中19種で1990年代を
下回ったものの，種組成は大きく変化していなかった．
女川湾では，サメハダヘイケガニの年変動が大きいもの
の，大津波後にヤドカリ類（イガクリガニやホンヤドカ
リなど）がほとんどみられなくなったり，シャコ，ヒメ
エゾボラ，ヒトデが増加する傾向が見られた．女川湾内
では，大津波後に底質中の泥分量が増加した（金子ら
2013）．岩手県の9つの湾における調査の結果，地形の変
化が泥分の量を増減させていることが明らかとなってい
るが（内記ら 2015）．女川湾において増加した泥が大津
波によって運ばれたものなのか，地形の変化により堆積
しやすくなったのか，また大津波後に継続的に行われて
いる陸域での造成工事による泥の流入によるものなのか
は不明である．泥分の多い状態が今後も続くならば，メ
ガロベントス相のみならず，底生魚類相にも影響すると
考えられ，今後注視すべき事項である．
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